
 
平成 29 年 12 月 21 日に開催された勉強会のコメントです。 

今回は、不適切なケア・態度とはをテーマにご指導いただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ス タ ッ フ の 声 

 
●虐待防止のためには、本人様の訴えや思いを何でも職員に話して頂けるような関係性の構築が必要だと

感じます。その為には、普段から入居者様の快に繋がるコミュニケーションを多く図り、笑顔で過ごされる
時間を少しでも増やそうと思う職員の心を育む指導ができるようにならなければと改めて感じました。 

 認知症や障害がある方も一人の人として尊重し、受容する気持ちで接することで虐待につながらないよう
適切なケアをスタッフ一同行って行きたいです。 

 
 
●身体拘束・不適切な態度・言葉掛け・ケアなどに繋がる事のない様日々の職員への指導・管理、ご利用者様

への関りを多く持ちお声を聞き取っていく事が大切だと思います。 
 何か起こる前には予兆があると思います。毎日の小さな気づきを見逃さないようご利用者様と職員への

関りを大切にしたいと思います。 
 
 
●施設長として自分が成長する為の研修や勉強会の開催、様々な外部への勉強会等への積極的な参加、施

設長として自覚を持たせる為にどうするか話し合うことを取り入れたいと思います。 
 
 
●私たちがされて・言われて嫌な事は、利用者様も同じなので、まず自分が嫌なことは絶対にやらないよう

にする。逆に自分がしてもらったり声掛け一つでもうれしいと思える事をやっていきたいと思います。 
 頭では行ってはいけない態度はわかっているはずなのに、普段思わず行っている事が度々あると思える。 
 子供扱いをしていないか、不適切な言葉かけ、タメ口になっていないか等、心がけて絶対に行わない様徹

底していきたいと思います。職員一人一人が、言葉や行動がおかしいと思ったら、その場で注意できる環境
をつくっていきたいと思います。 

 

 

 

 


